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載
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文

魔

言
語
學
習
に
於
け
る
類
似
性
の
問
頴
…
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：
：
・
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梅
本
発
夫

辮
別
學
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蔽
㌶
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・
：
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：
：
：
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：
：
：
本

　
一
管
動
紛
心
理
學
の
領
域
辱
い
て
一

吉
良
治

二
丁
に
つ
い
て
・

・
矢
田
孫
達
郎

都
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京
都
愚
母
會
規
約

㎝
、
本
禽
N
は
廣
蕪
帖
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
翻
一
る

こ
と
を
目
酌
と
す
る

一
、
右
の
門
日
的
の
た
め
に
次
の
寮
業
を
行
う

8
　
毎
月
～
圏
研
究
會
を
明
く

昌…

@
毎
年
公
…
塑
講
演
愈
を
開
く

臼
　
毎
月
一
隅
「
哲
學
研
究
」
を
獲
行
ず
る

一
、
本
書
の
環
業
を
瀧
行
ず
る
た
め
に
委
員
蔚
干
名
を
お
く
、

萎
員
は
轟
泉
都
大
弓
哲
難
轡
敏
官
及
び
倭
磁
パ
癖
H
に
お
い
て
椎
繊
綴

し
た
濟
に
委
囑
す
る

、
本
會
は
禽
鑓
組
織
と
し
、
乙
韓
員
に
は
資
癬
の
制
限
を
設
け

な
い
、
灘
Ψ
校
・
M
五
罪
汀
館
・
北
（
飽
の
繊
川
驚
は
閣
一
微
の
名
を
以
て

入
噛
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
　
愈
桔
只
は
同
門
費
と
し
て
在
－
［
、
　
一
｝
二
〇
囲
四
、
　
叉
は
碓
年
六
一

〇
闘
を
前
納
す
る

｝
、
台
巳
貝
は
開
局
誌
の
配
布
を
受
け
、
禽
誌
に
豫
告
す
．
る
驚
…
種
の

行
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝
、
本
曾
は
事
務
所
を
京
都
大
學
丈
墨
蔀
内
に
お
く

一
、
本
愈
H
規
約
の
改
｝
止
織
久
更
け
…
吸
次
口
興
會
の
決
熱
曜
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
員
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暫
學
研
兜
　
第
圏
再
四
十
一
號

4工0

か
つ
た
。
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
が
か
れ
の
鋭
敏
な
實
讃
的
精
解
に
よ
っ
て
、
記
憶
材
料
か
ら
あ
ら
ゆ
る
熟
知
性
と
類
似
性
と
を
除
去
し
て
以

來
、
心
理
學
は
暫
く
こ
の
間
題
を
括
孤
に
入
れ
て
そ
の
研
究
を
進
め
て
來
た
の
で
あ
る
。
今
や
再
び
こ
の
問
題
を
賢
誰
的
水
準
に
お
い
て

取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
時
代
が
來
た
。
そ
れ
は
熟
知
性
や
類
似
性
を
、
從
っ
て
ま
た
辮
別
基
盤
と
辮
別
徴
標
と
を
匿
別
し
て
操
作
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
恐
ら
く
か
の
分
配
予
習
敷
果
や
渦
剰
學
習
敷
果
や
消
去
抵
抗
に
汗
す
る
数
汝
の
謎
が

解
け
る
日
の
近
づ
い
た
こ
と
を
感
じ
る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
輝
か
し
い
石
塔
黙
が
わ
が
國
の
三
者
た
ち
の
努
力
に
よ

っ
て
切
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
何
と
い
っ
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
細
部
に
亘
る
考
察
は
後
臼
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
に
は
た
だ

次
に
述
べ
ら
れ
る
二
つ
の
論
文
の
意
義
に
つ
い
て
紹
介
の
勢
を
取
っ
た
訳
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
築
者
京
都
大
學
交
學
部
〔
心
理
學
〕
教
授
）

、
賃
二
折
隅
學
に
つ
い
て
・
：
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ク
ナ
ウ
ス

前號目次

舞
ト
マ
ス
に
於
け
る
O
ω
ω
①
と

O
目
圃
ω
酔
Φ
増
O
に
つ
い
て
（
承
萌
）
：
：
：
由
田
　
品

一
⇔
臨
騙
げ
話
の
意
味
の
探
求
・
欝
四
、
ト
マ
ス
の
用
法
（
二
）
1

肌
取
高
善
に
つ
い
て
：
：
：

ー
カ
ン
ト
辮
鑓
諭
の
諜
題
一

・
南
澤
　
貞
美

薮
麹
綴
紐
載
興
研
薦
椎
丈
一
覧

彙
　
綴
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P
剛
昌
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月
．
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轟
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＜
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9
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P
血
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P
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①
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昌
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コ
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①
《
ω
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闘
・
O
O
讐
弓
●
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げ
嘱
ω
一
〇
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ω
《
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げ
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目
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q
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禽
圃
℃
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け
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食
σ
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．
↓
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軸
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T
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黛
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π
）
　
曝
や
寵
弔
磁
”
譲
e
回
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畿
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、
ぼ
β
◎
ξ
’
＾
・

「掻

�
齧
ｷ
（
鞠
避
隷
一
畳
点
滴
訓
丸
い
勲
一
叫
蹄
嚇
に
履
μ
り
α
も
。
竣
購
揖
紫
辱
困
圃
一
M
c
Q
陰

ぐ
弔
一
〇
閑
⑦
昌
o
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層
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）
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囲
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ω
O
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O
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区
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、
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j
僧
錠
ρ
び
ρ
磯
陰
（
冷
三
説
壌
瞬
漁
い
）
　
脳
堂
…
賦
e
姦
’
愚
．
携
り
切
ω
矯
｝
靴
犀
響
、
唱
■
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〔
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〕
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）

次號論交豫告

萌
ソ
ク
ラ
テ
ス
期
の
ギ
リ
シ
ア
哲
學

に
お
け
る
ハ
不
可
・
分
な
も
の
〉
・
：
：
・
鈴
木

幸
蒲
と
人
聞
像
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
準

　
1
ベ
ン
タ
ム
の
幸
講
の
二
念
に
つ
い
で
（
1
）
…

畑

照
堆

聖
ト
マ
ス
に
於
け
る
Φ
ω
ω
Φ
と

O
×
凶
ω
斤
O
円
O
に
つ
い
て
（
承
前
）
：
：
：
山
m

　
－
o
義
呉
①
茜
の
鵬
鳳
味
の
探
究
・
麓
〃
四
、
㍗
マ
ス
の
田
川
法
（
三
）
！

豊晶



會

告

｝
、
本
會
は
倉
員
組
織
と
し
曾
鼓
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
山
は
外
釜
の
方
は
京
郡
市
左
京
薩
韻
中
西
浦
町
弘
女

堂
内
寮
小
都
P
韓
［
學
台
u
係
宛
に
規
珈
駕
の
庸
ほ
卿
阻
（
陥
牛
一
、
二
二
〇
隔
四

久
け
…
坐
T
年
編
ハ
…
○
回
馴
）
　
を
お
漁
岬
込
下
さ
い

コ
猴
替
μ
藤
｛
山
示
都
剛
一
九
五
瓢
μ
晶
ハ
柵
笹
　
申
只
都
覗
口
學
“
韓
」

一
、
禽
一
賀
判
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
獅
梯
込
下
さ
い
、
　
一
年
分
（
久
は
傘
年
分
）

會
饗
は
隙
則
志
し
偏
し
て
本
懸
陶
L
T
二
鮒
（
久
は
六
燈
）
　
の
逡
附
恥
濟

を
以
て
醜
金
燐
れ
と
し
、
継
目
賀
の
墾
更
其
他
の
事
構
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
久
は
十
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
曾
呂
バ
の
繭
狸
屠
入
愚
命
鎚
姥
ザ
（
縞
…
集
購
務
以
外
の
一
切
）
　
の
事

務
は
弘
女
堂
内
京
都
哲
學
曾
総
へ
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
縛
目
の
編
…
集
に
闘
開
す
る
｝
遡
信
．
轄
馴
閥
廊
轡
・
蛮
可
購
測
難
山
曲
鰍
丁
は

識不

ﾗ
吋
宛
に
御
逡
り
下
さ
い京

京京都
都都

姻∫哲
轟左

丈京學
三二

蔀吉余
内田　t三蓋

昭
和
蕪
十
　
年
一
∴
月
十
鉱
顕
印
刷

昭
利
三
十
一
年
三
月
二
十
日
爽
行

　
　
　
　
編
集
人

嚢
行
人

印
欄
八

印
刷
研

蛮
行
駈

一　
註

　　　　　　　右
京弘京伊萸八酒代京京

瓢藤1坂∴都
　　　　　　　　箪哲Ill　　中　　紳淺

1謙久1太葦學

罰撫翫修羅

諜
弘
　
文
　
堂

　
　
　
窺
京
都
苧
代
田
騨
笛
一
河
騰
臨
ノ
鰯

　
　
　
　
　
文
規
定

一
、
雲
壌
興
以
外
の
購
讃
者
の
御
妻
女
及
び
廣
、
告
に
拝
す
る
件
は

「
弘
山
久
堂
」
へ
御
由
↓
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
突
は
す
べ
て
代
金
郵
税
共
（
一
部
、
定
償
一

二
〇
圓
・
郵
穐
八
隅
凶
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い

一、

D
に
糖
求
書
及
び
領
牧
書
雑
を
要
す
る
場
合
は
郵
券
八
圓

を
お
逡
り
下
さ
い
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